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基板密着性 組織と構造 → 組織や構造は電解浴の酸濃度に依存して変化→陽極酸化TiO2は基板と⾼い密着強度を有する

図6 ゾルゲル法(a)と陽極酸化法(b)で成膜し
たTiO2の基板剥離試験

光誘起機能 → 硫酸電解浴で成膜したTiO2は電解浴中の硫酸濃度が⾼いとルチル型TiO2が形成され、MBの分解性能と超親⽔性が向上する

図9 陽極酸化TiのMB脱⾊試験の電解浴硫酸濃度依存性（左）、⽯
英セル（右上）、MB吸収スペクトルのUV変化依存性（右下）

図11 アナタース型TiO2（a-b)とルチル型TiO2（c-d）
の⽔滴滴下前 (a, c)と滴下5ms後(b, d)の⽔滴画像

陽極酸化法 → 簡便な⽅法で、基板密着性に優れ電解質成分の酸化膜への添加が可能だが、⼤型基板への成膜に⼤型電解槽が必要でH2が⼤量発⽣

表2 各種⽅法で成膜したTiO2の基
板との密着強度

図10 光照射により発⽣したエチレンガス
分解⽣成したCO2の照射時間依存性

図1 ⽔の光分解で⽤いられた電気化学セルの模式図 図2 TiO2による⽔分解のメカニズム 図3 光触媒効果メカニズム：光照射⽣成活性酸素が物質を分解

光照射により⽣成した励起種
の電⼦が⼤気中の酸素と、正
孔が⼤気中の⽔分と反応し、
強い酸化作⽤を有するヒドロ
キシラジカルを⽣成

⽔中でTiO2に紫外線（UV光）
を照射すると熱⼒学的な平衡
電圧以下で、陽極から酸素ガ
スが発⽣する。

表1 TiO2の成膜技術の⻑所と短所 図4  陽極酸化によるTiO2形成の電極反応
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図7 0.1M(a), 1.2M(b)電解浴で成膜し
たTiO2のSEM像と断⾯TEM像

図8 種々の硫酸濃度の電解浴で成膜し
た陽極酸化TiO2の薄膜X線プロファイル

光触媒の発⾒とそのメカニズム

図5  種々の硫酸濃度の電解浴で成膜した
陽極酸化TiO2の拡散反射スペクトル
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陽極酸化で成膜するTiO2は基板Tiと熱⼒学的に平衡して形成されるが、他法で成膜し
たTiO2は⾮平衡で⽣成するため、基板との密着強度に劣る。

→ 1967年⽔溶液中のTiO2電極へのUV照射により、理論電圧より低電圧で⽔の分解が起こるが発⾒される


